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校章の由来
　　 この図柄は、日本工業大学の日と工の字を組合せたもの 
でこの学園のモットーである誠実、勤勉、明朗が色彩で 
示されている。即ち、白色が誠実、ブルーが明朗、黒が 
勤勉で色調も工科系にふさわしい。

デザイン　野 中 宏 親 氏
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 2018 学生便覧

 

 

・言語系科目 

「基礎英語Ⅰ」「基礎英語Ⅱ」「リーディングスキルⅠ」（必修）、「リーディングスキルⅡ」（必修）はクォータ科目＊で、

基礎的な英語力を身につけます。「英会話Ⅰ」「英会話Ⅱ」「プレゼンテーションⅠ」「プレゼンテーションⅡ」「上級英語Ⅰ」

「上級英語Ⅱ」は、必修科目を修得したあと、学期ごとに1科目ずつ履修可能です。各自の興味に合わせた科目を履修して、

工学の研究に必要な英語を理解するための土台となる英語力や、国際的に活躍するエンジニアに必要な英語コミュニケーシ

ョン力を身につけます。詳しくは各科目のシラバスを参照してください。卒業要件として、言語系科目から必修科目2単位を

含め6単位以上が必要です。なお、留学生も必修科目を修得する必要がありますが、それ以外の科目は日本語科目からも履修

できます。 

 

・理数系科目 

数学、物理、化学のクォータ科目＊10科目と「確率論」「統計学」の合計12科目が理数系科目です。この中から「数学」「物

理Ⅰ」「工学基礎物理実験」の5単位を含む、9単位以上を修得しなければなりません。なお、応用化学科は「化学Ⅰ」「化学

Ⅱ」の修得も2年への進級条件です。理数系科目では、工学を学ぶ者として、また工学を修めた者として期待される共通の基

礎的な自然科学の知識を効率的に学び、応用できるようになることを目指します。必修科目では、工学を学ぶ上で必須とな

る数学・物理に触れ、基礎となる概念を理解できるようになります。さらに次の段階の科目を履修することによって、より

高度な工学、例えば大学院での研究に必要な力を獲得することができます。「確率論」「統計学」では、統計的手法の基礎を

学び、実験・調査等で得られたデータの処理・分析に活用できるようになります。 

 

＊“クォータ科目”についての詳細は、次の〔クォータ科目について〕の説明を見てください。 

 

・環境系科目 

環境系科目では、持続可能な環境共生社会の一員としての基礎知識を学び、環境の問題を意識して具体的・総合的に考え

て自ら発信できる力を身につけます。eco検定（環境社会検定試験）のテキストを使って広く環境についての知識を得る

「エコ入門」と、広い分野の環境対応や環境意識を知る「環境と科学技術」を基礎として、発展的な「地球環境と人間社会」

「環境の社会学」、および、科学的な知見を深める「生命と生態系のしくみ」「地球システムのしくみ」があります。以上の6

科目から興味と知識のレベルに応じて選択できます。4単位以上を修得してください。 

 

・専門教育科目 

専門教育科目には、基本的な情報通信技術を習得するための必修科目「情報リテラシー」があり、工学系学部で学ぶ上で

必要な科目です。また、中学校数学教員免許状の取得を希望する学生向けの選択科目「線形代数Ⅰ」「線形代数Ⅱ」「代数学

Ⅰ」「代数学Ⅱ」「幾何学Ⅰ」「幾何学Ⅱ」「解析学Ⅰ」「解析学Ⅱ」「応用数学Ⅰ」「応用数学Ⅱ」があります。 

 

【クォータ科目について】 

大学の1年（年度）の前半を春学期、後半を秋学期といいます。本学にはクォータ科目があり、春学期に第1クォータ科目

と第2クォータ科目を、秋学期には第3クォータ科目と第4クォータ科目を開講します。クォータ科目は週2回授業を行います。

これらの科目は、大学で工学を専門的に学ぶ者に必須の基礎を固めるために、履修機会を増やして学修を早期に順調に進め

るために開講されています。クォータ科目に対して、学期単位で開講する科目をセメスター科目とよびます。 

 

・クォータ科目の履修方法 

英語・数学・物理科目のクォータ科目は、各個人の習熟度に応じて進行する累進科目です。入学直後のプレースメントテ

ストの結果に応じて、学生個人の習熟度別に履修科目が指定されます。学生は指定された科目を修得することで、次の段階

の科目を履修することができます。履修する科目は、必修科目を修得するまで自動的に履修申告されます。 

このほかに、クォータ科目は化学科目、ものづくり基礎実習があります。 

化学科目は「化学」の項目を参照してください。ものづくり基礎実習の履修については、当該科目の説明会での指示に従

ってください。 

 

※累進科目とは、単位を修得することで次の段階に進める科目です。単位を修得した科目の前の段階の科目を履修すること

はできません。 

－　　－37
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第１学生駐車場

第２学生駐車場

→

→

正門

北門

→

→

→

→

→

学友門

→

西門→
天神門

南東門

東門

❶    １号館　
 ❷    ２号館  
❸    ３号館  
❹  1-1号館　資料室
❺    ４号館　 情報メディア工学・情報工学科実

験研究棟／創造システム工学科実
験研究棟／男子ロッカールーム

❻  　　　　  セントラルスクエア
❼   　　　　多目的講義棟
❽   ８号館　物理実験研究棟
❾   ９号館　 ロボティクス・創造システム工学

科実験研究棟／電気電子通信工
学科実験研究棟

10  11号館　 工業技術博物館
11  12号館　 学友会館：N.I.Tホール／会議

室／宿泊室
12  13号館　蒸気機関車（動態）展示館
13  14号館　 情報メディア工学・情報工

学科実験研究棟
14  15号館　 スチューデントテラス（スチュー

デントサービスデスク、キッチン＆カフェトレビ）

15  16号館　 スチューデントホール：多目的ホ
ール／防音スタジオ／軽食堂

16  17号館　先端材料技術研究センター
17  18号館　 ロボティクス・創造システム工

学科実験研究棟／電気電子通信
工学科実験研究棟／機械工学科
実験・ゼミ室

37  Ｗ１　 留学生別科（日本語研修課程）／
生涯学習センター／環境推進事務
局／共通教育系研究室

38  Ｗ２　生活環境デザイン学科実験研究棟
39  Ｗ３　 女子ロッカー室
  　　　　パウダールーム／休憩室
40  Ｗ４　 生活環境デザイン学科実験研究棟
  　　　　工業技術博物館別館
41  Ｗ５　建築学科実験研究棟
42  Ｗ６　 インテリアデザインラボ／㈱NIT

クリエイト清掃部
43  Ｗ７　建築技術センター
44  Ｗ８　ゲストハウス
45  Ｗ９　施設環境管理棟
46  Ｗ10　建築学科実験研究棟
  　　　　 建築デザイン学群棟
　　  　　 生活環境デザイン学科実験研究棟
47  Ｗ21　 体育館：アリーナ／トレーニン

グルーム／シャワー室
48  Ｗ21-1健康管理センター（保健室）
49  Ｗ22　 武道場（柔道・剣道・空手・少林

寺拳法）
50  Ｗ23　倉庫棟
51  Ｗ24　鋳造実験研究棟
52  Ｗ58　弓道場

54  Ｓ２　 LCセンター（図書館）、レストラ
ン　アルテリーベ

55  Ｓ３　ダイニングホール
56  Ｓ４　クラブ棟
57  Ｓ21　 合宿棟：ミーティングルーム／宿

泊室／浴室
58  Ｓ55　廃棄物集積所

59  日本工業大学天満宮
60  職員駐車場
61  ハンドボールコート
62  テニスコート
63   陸上競技場（サッカー・ラグビー場）
64  野球場
65  第１　学生駐車場
66  第２　学生駐車場
67  アーチェリー場
68  さくらプラザ
69  ヒートアイランド実験施設（スケールモデル）
A  正門
B  天神門
C  学友門
D  東門
E  南東門
F  西門
G  北門

18  51号館　 守衛所

20  Ｅ１　機械システム学群棟
 　　　　  機械実工学教育センター
 　　　　  CAD／CAM／CAE演習室
21  Ｅ８　産学連携起業教育センター
22  Ｅ９　 スチューデントラボ（ものづくり

工房）／技術科教育実習室（中学
校教諭一種免許「技術」）

23  Ｅ10　機械工学科実験研究棟
24  Ｅ11　機械工学科実験研究棟
25  Ｅ21　 応用化学・ものづくり環境学科実

験研究棟
26  Ｅ22　創造システム工学科実験研究棟
　  　　　 電気電子通信工学科実験研究棟
27  Ｅ23　電気電子通信工学科実験研究棟
28  　　 　 応用化学実験棟（仮称）　　　　

（※2019年9月末竣工予定）

31  Ｅ27　ものづくり環境学科実験研究棟
　  　　　  ロボティクス・応用化学・創造シ

ステム工学科実験研究棟

32  Ｅ28　機械工学科実験研究棟（日工テクノ）
33  Ｅ29　機械工学科実験研究棟（日工テクノ）
34  Ｅ30　 応用化学・創造システム工学科実

験研究棟
35  Ｅ31　ものづくり環境学科実験研究棟
　  　　　 電気電子通信工学科実験研究棟
　  　　　 創造システム工学科実験研究棟
36  Ｅ32　 応用化学・創造システム工学科実

験研究棟／電気電子通信工学科実
験研究棟

本館：教室／ゼミ室／研究室
／各事務課管理室
※詳細はP185の案内を参照
太陽光発電システム

第
２
期
工
事
中

大
学
50
周
年
記
念
建
設
事
業





























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本工業大学 学生便覧 
 

平 成 30 年 度 
 
平成30年４月１日 発 行 
 

発行者 日本工業大学 

〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町 

学園台４丁目１番地 

TEL 0480 (34) ４１１１ (代) 
FAX 0480 (34) ２９４１ 

http://www.nit.ac.jp 



学 生 便 覧 
平 成 30 年 度 

2018 

この冊子は卒業まで大切に保存してください。 

学籍番号 氏名 

2018

学

生

便

覧

平

成

30

年

度


	日本工業大学ポリシー
	目次
	修学上知っておきたいこと
	学修規程
	全学部共通
	基幹工学部
	機械工学科
	電気電子通信工学科
	応用化学科

	先進工学部
	ロボティクス学科
	情報メディア工学科

	建築学部
	建築学科

	学生生活の手引き
	学則・規程等



